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１．三井化学の経営ビジョン
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

経営ビジョン

企業理念
　　地球環境との調和の中で、

材料・物質の革新と創出を通して
　　高品質の製品とサービスを顧客に提供し、

　　もって広く社会に貢献する

◆人類福祉の増進　　◆株主への貢献　　◆顧客満足の増大
　　◆地域社会への貢献　　　◆従業員の幸福と自己実現

目指すべき企業像
　

世界の市場で存在感のある強い三井化学グループ　

事業領域　　

機能性材料分野 および　石化・基礎化分野



4

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト 成長の方向

材料・物質の革新と創出を通して、競争力ある石化・基礎化事業を母体とし

機能性材料分野の更なる拡大・成長を図る

合併効果の
早期実現

合併効果の
早期実現

三井化学グループ
の更なる拡大と成
長

三井化学グループ
の更なる拡大と成
長

事業構造の変革
と収益力強化

事業構造の変革
と収益力強化

（９８中計）

（０１中計）

世界の市場で存在感のある
強い三井化学グループ

世界の市場で存在感のある
強い三井化学グループ

変革への挑戦変革への挑戦
（０４中計）

９８－００
ホップ

０１－０３
ステップ

０４－０７
ジャンプ
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

「強い三井化学グループ」の実現をめざして「強い三井化学グループ」の実現をめざして

① 強いコア事業の集積

② 強固なｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｸ

③ 強靭な財務体質

④ 強い技術基盤

⑤ 強いﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制

① 明確な戦略

② 優れた研究開発力

③ ルールの遵守

④ 優れたＱＣＤの提供

⑤ パートナーからの信頼

⑥ 透明性の高い経営

⑦ 活力に満ちた企業風土

Ｓｔｒｏｎｇ Ｅｘｃｅｌｌｅｎｔ

強 い 三 井 化 学
＆
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

２００７年の企業像２００７年の企業像

－０３中計を達成し、０４中計に繋ぎ込むー
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経常利益

売上高
年率＋５％

年率＋１６％

０１ ０２ （年度）

０
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２．０３年度の経営課題
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

０３年度の経営課題０３年度の経営課題

（１）さらなる「選択と集中」

（２）財務体質の強化

（３）新しい人事･賃金制度の構築

（４）経営機構の改革
→ 取締役の削減と執行役員制導入

→ 事業グループ制導入

（５）ＳＡＰ Ｒ／３の全社展開

→ ０４年４月より本格稼動
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

（１）さらなる「選択と集中」 （０３年度実行案件） （1/2）

機 能 樹 脂 機 能 化 学 品

＜機能性オレフィンポリマー＞ ＜情報・電子材料＞
　●エラストマー：タフマー新設［完］ 　●表示材料：ＰＤＰ光学フィルター増強［進行中］

      （10万ｔ、シンガポール）          （＋3万枚／月→計10万枚／月、日本）

　●特殊樹脂：ＴＰＸ（ポリメチルペンテン）増強［進行中］ 　●表示材料：ＰＤＰ光学フィルター新設［進行中］

    　（＋1,000ｔ→計7,500ｔ、岩国大竹）         （2.5万枚／月、ドイツ）

　●添加材料：ＷＡＸ増設［進行中］ 　○表示材料：ＰＤＰ光学フィルター原料フィルムで提携［完］

強化／ 　    （＋9,000ｔ→計2万ｔ、岩国大竹）   　●情報記録材料：トナー用樹脂増強［完］

拡大 ＜ウレタン＞       （＋2,000ｔ、英国）   
　●ＴＤＩ増強（＋６万ｔ→計12万ｔ、鹿島）［完］   ●電子回路材料：ＣＣＤパッケージ増強［計画中］

　●包装用接着剤新設［完］ ＜ヘルスケア材料＞    
      （8,000ｔ、マレーシア）        ●衛生材料：通気性フィルム新設［計画中］

　○包装用接着剤販売提携（欧州）［完］     　      （１ライン、タイ）

＜工業樹脂＞ 　●眼鏡レンズモノマー増強（倍増）［計画中］

　○機能性ディスパージョン：水処理剤単独運営化［完］  　○三井化学ファイン・サンテクノケミカル合併［進行中］

再構築 　○日本触媒と不飽和ポリエステル樹脂事業統合［完］     　○ＣＤ－Ｒディスク事業譲渡［完］     　

／整理 　○グラスウール事業統合［完］     　○クロルベンゼン系事業撤退［完］     

　○農業資材事業の統合［進行中］     

●：新設・増強の案件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

（１）さらなる「選択と集中」 （０３年度実行案件） （2/2）

石  化 基 礎 化 学 品

＜石化原料＞ ＜ＰＴＡ＞
  ●ＯＣＵ（オレフィン・コンバージョン・ユニット） 　●増強 （＋3万ｔ→43万ｔ、インドネシア）［完］

  　 新設［進行中］    （プロピレン14万ｔ、大阪） 　●増強 （＋10万ｔ→計90万ｔ、タイ）［進行中］

＜ポリオレフィン＞ 　●増強 （＋50万ｔ→計140万ｔ、タイ）［進行中］

　●ポリプロピレン（ＰＰ）新設［完］ 　●新設 （中国、建設申請書提出予定）［計画中］

強化／    　（30万ｔ、大阪）   ＜ＰＥＴ＞
拡大 　●ＰＰコンパウンド増強 　●新設（10万ｔ、タイ）［進行中］

　   （＋8,000ｔ→計3万ｔ、タイ） 　○新触媒ＰＥＴ企業化 （インドネシア）［完］

　●ＰＰコンパウンド増強［進行中］ ＜フェノール系＞
　   （＋8,000ｔ→計3.8万ｔ、タイ） 　●クメン増強 （＋18万ｔ→計28万ｔ、大阪）［進行中］

　●ＰＰコンパウンド増強［進行中］ 　○三井フェノールシンガポール・三井ビスフェノール

     （＋3万ｔ→計14.9万ｔ、米国）  　  シンガポール統合［計画中］

 

再構築 　○ＳＭ事業譲渡［進行中］     

／整理

●：新設・増強の案件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



11

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

（２）財務体質の強化
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

（０４中計）事業構造の変革と収益力強化　－強靭な企業体質－

（３）新しい人事・賃金制度の構築 （1/2）

◆成長に向けた人材の確保・育成　 ◆成長に向けた経営・組織風土の強化

新人事諸制度：

・ 仕事と業績成果に立脚したメリハリのある処遇制度

・ 経営目標・上位方針の各人の目標設定・評価への

的確な展開とチャレンジングな風土の強化
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

（３）新しい人事・賃金制度の構築 （2/2）

◆仕事と業績成果に立脚した

メリハリのある処遇制度

◆チャレンジングな風土の

強化

① 職務に対応した処遇

② 業績成果を反映させる

退職金制度

① チャレンジングな目標

設定

② 起業家精神あふれる

人材を重視した人材

登用／育成施策の推進
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３．０３年度中間決算と
０３年度通期見通し
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

０３年度連結売上高・経常利益０３年度連結売上高・経常利益

－売上高－ －経常利益－
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

海外売上高推移海外売上高推移
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

海外生産営業利益推移海外生産営業利益推移
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◆石化・基礎化では、ＰＰコンパウンド、ＰＴＡ、フェノールを中心に利益が拡大

◆機能性材料では、エラストマーを中心に利益が拡大

◆シンガポール・タイを中心にアジアでのプレゼンス拡大

計１６３
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三井エラストマーズ シンガポール社

機能性エラストマー（タフマー）

プラント竣工

（竣工式： ０３．１１．１１）

タフマープラント（１０万ｔ／ｙ）
営業運転： ０３年４月～

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ政府より勲章を受章

（Ｄｉｓｔｉｎｇｕｉｓｈｅｄ　Ｆｒｉｅｎｄｓ　ｏｆ

Ｓｉｎｇａｐｏｒｅ　Ａｗａｒｄ）

（受章式： ０３．１１．１０）

機能性エラストマープラント竣工式
およびＤＦＳ勲章受章

機能性エラストマープラント竣工式
およびＤＦＳ勲章受章

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

ナーザン大統領（右）からＤＦＳ勲章を受章
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４．０４中期経営計画の
基本コンセプト
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト 成長の方向（1/2）

材料・物質の革新と創出を通して、競争力ある石化・基礎化事業を母体とし

機能性材料分野の更なる拡大・成長を図る

合併効果の
早期実現

三井化学グループ
の更なる拡大と成
長

三井化学グループ
の更なる拡大と成
長

事業構造の変革
と収益力強化

事業構造の変革
と収益力強化

（９８中計）

（０１中計） （０４中計）
・事業の選択と集中
・量的拡大から質的拡大への転換
・機能性材料分野の拡大・成長
・石化・基礎化分野の収益力強化

合併効果の
早期実現

世界の市場で存在感のある
強い三井化学グループ

世界の市場で存在感のある
強い三井化学グループ

変革への挑戦変革への挑戦
（０４中計）

９８－００
ホップ

０１－０３
ステップ

０４－０７
ジャンプ
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

成長の方向（2/2）

０４中計／事業構造の変革と収益力強化０４中計／事業構造の変革と収益力強化
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機能性材料分野の
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

０４中計策定の基本的考え方

０４中計は、新たな三井化学の成長戦略に沿って、

全社事業ポートフォリオの変革に向けて

第一歩を踏み出す４ケ年計画である

０４中計は、新たな三井化学の成長戦略に沿って、

全社事業ポートフォリオの変革に向けて

第一歩を踏み出す４ケ年計画である

世界の市場で存在感のある

「強い三井化学グループ」を

早期に実現するための「競争戦略」を明確にする

世界の市場で存在感のある

「強い三井化学グループ」を

早期に実現するための「競争戦略」を明確にする
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

経営目標設定の考え方

◆量的拡大から質的拡大への転換

　　→　連結経常利益を第一義的な経営目標とする

◆効率的な会社経営を実現

　　→　総資産当たりの利益率（ROA)を重視

◆成長を支える健全な財務体質の実現と強化

　　→　有利子負債／株主資本比率（D/Eレシオ）　　　　　

を採用
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

経営目標（０７年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜収益性＞
・連結売上高　　　　　　　　　　　１３，０００億円

・連結経常利益　　　　　　　　　　　１，０００億円

　　

＜効　率＞
・連結総資産経常利益率（ＲＯＡ）　　　　　　７％

＜健全性＞
・有利子負債／株主資本 比率　　　　　　 １．０倍

　（Ｄ／Ｅレシオ）

経営目標

（０７年度）
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/
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－０７年度　Ｄ／Ｅ比　１を目指す－

Ｄ／ＥレシオＤ／Ｅレシオ

1.00

（年度）

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト



26

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

経営資源投入方針経営資源投入方針

１．投融資

・ 財務体質強化戦略に示すD／E比（1.0倍）を前提

・ 04～07年度、４年間累計： ３,３００億円

２．研究開発費

・ 機能性材料事業の持続的な成長に向けて重点配分

・ 連結研究開発費：３５０～４５０ 億円／年

３．社員総数（本体および出向）

・ 成長に向けた経営・中核人材の確保・育成

・ 外部資源との連携およびその活用

・ ０３年度末： 9,130名 → ０７年度末：約 8,000名

（Δ１２～１５％）
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

０４中計の基本戦略

Ⅰ．事業構造の変革と収益力強化

　　１．機能性材料分野の拡大・成長

・ コア事業に経営資源を重点投入

・ 競争力ある製品のグローバル展開

・ 新製品の育成・拡大

　　２．石化・基礎化分野の収益力強化

Ⅱ．連結経営の強化

Ⅲ．環境・安全・品質の確保
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

１．機能性材料分野の拡大・成長

コア事業に経営資源を重点投入コア事業に経営資源を重点投入

機能性材料分野で経営資源を重点投入する

重点コア事業

＜機能樹脂事業グループ＞

① 機能性オレフィンポリマー

（エラストマー、特殊ポリオレフィン）

② ウレタン

＜機能化学品事業グループ＞

③ 情報・電子材料

④ ヘルスケア材料
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

１．機能性材料分野の拡大・成長

コア事業に経営資源を重点投入
－機能樹脂事業グループの基本戦略－

コア事業に経営資源を重点投入
－機能樹脂事業グループの基本戦略－

(1) エラストマーと特殊ポリオレフィンの事業拡大

(2) 選択と集中によるｳﾚﾀﾝ事業と工業樹脂事業の強化

(3) 自動車、ＩＴなど成長市場での需要獲得

（新製品開発、アジアでの拡販）

ウレタン

エラストマー

工業樹脂

機能性オレフィンポリマー

特殊ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ

機 能 樹 脂 事 業 グ ル ー プ
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト １．機能性材料分野の拡大・成長

コア事業に経営資源を重点投入

－機能性オレフィンポリマー事業－

コア事業に経営資源を重点投入

－機能性オレフィンポリマー事業－

機能性オレフィンポリマー事業の戦略課題

◇ 急成長するアジア市場でのオレフィン系

エラストマーのリーダー地位の確立

◇ 差別化可能な新製品による得意セグメン

ト（自動車用途など）での事業拡大

エラストマー
α-ｵﾚﾌｨﾝ・ｺﾎﾟﾘﾏｰ、

EPDM、TPE など

◇ 成長するＩＴ分野での新規需要の拡大

◇ 生産能力増強 （ＴＰＸ、環状ｵﾚﾌｨﾝ・ｺﾎﾟﾘ

ﾏｰ、超高分子量ＰＥなど）

特殊ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ

TPX、WAX、超高分子

量PE、合成ﾊﾟﾙﾌﾟ、

酸コポリマー、

環状ｵﾚﾌｨﾝ・ｺﾎﾟﾘﾏｰ、

接着樹脂 など
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

ＨＤ（汎用）
ＬＤ（ﾌｨﾙﾑ）

ＰＰ（汎用）

ポストメタロセン触媒（開発中）ポストメタロセン触媒（開発中）

重合技術（スラリー法・溶液法・気相法）重合技術（スラリー法・溶液法・気相法）

コンパウンド技術コンパウンド技術

フィルム成形・押出成形・射出成形・中空成形フィルム成形・押出成形・射出成形・中空成形

＜エラストマー＞
αｵﾚﾌｨﾝ・ｺﾎﾟﾘﾏｰ
ＥＰＤＭ ＴＰＥ

＜特殊ﾎﾟﾘｵﾚﾌｨﾝ＞
ＴＰＸ ＷＡＸ

超高分子量ＰＥ
合成ﾊﾟﾙﾌﾟ 酸ｺﾎﾟﾘﾏｰ
環状ｵﾚﾌｨﾝ・ｺﾎﾟﾘﾏｰ

接着樹脂

ＨＤ（ﾌﾞﾛｰ、ﾊﾟｲﾌﾟ）
ＬＤ（電線、ﾗﾐ）

ＨＡＯ-ＬＬ
ＰＰ（自動車・医療）

ＥＶＡ

メタロセン触媒メタロセン触媒

チーグラー・ナッタ触媒チーグラー・ナッタ触媒

量的拡大から質的拡大への転換

汎用ＰＯ汎用ＰＯ汎用ＰＯ 準汎用・差別化ＰＯ準汎用・差別化ＰＯ準汎用・差別化ＰＯ 機能性ｵﾚﾌｨﾝﾎﾟﾘﾏｰ機能性ｵﾚﾌｨﾝﾎﾟﾘﾏｰ機能性ｵﾚﾌｨﾝﾎﾟﾘﾏｰ

製品製品

プロセスプロセス
技術技術

加工技術加工技術

触媒技術触媒技術

※赤字・世界No.1 or 2

コア事業に経営資源を重点投入

－機能性オレフィンポリマーへの指向－

コア事業に経営資源を重点投入

－機能性オレフィンポリマーへの指向－

石化・基礎化分野 機能性材料分野
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生活･環境
資材

情報
材料

ヘルス
ケア

管材
建材

医薬
ｹﾐｶﾙｽﾞ

化成品精密
薬品

土木・
建設資材

食品包材
日用品

触媒

「登るべき山」を括り出す

本体・関係会社

衛生
材料

ーコア事業の絞り込みー

情報・電子材料
ヘルスケア材料　　　

基盤プロダクト（精密薬品、化成品、触媒）

ｱｸﾞﾛ
ｹﾐｶﾙｽﾞ

事業戦略の重点課題：

次世代コア・クラスターの形成

機 能 化 学 品 事 業 グ ル ー プ

アグロ

電子
材料

１．機能性材料分野の拡大・成長

コア事業に経営資源を重点投入
－情報・電子材料、ヘルスケア材料の展開 （１/２）－

コア事業に経営資源を重点投入
－情報・電子材料、ヘルスケア材料の展開

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

（１/２）－
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

１．機能性材料分野の拡大・成長

コア事業に経営資源を重点投入
－情報・電子材料、ヘルスケア材料の展開 （２/２）－

コア事業に経営資源を重点投入
－情報・電子材料、ヘルスケア材料の展開 （２/２）－

リードユーザーとの戦略連携の強化

電器・電子機器メーカー 生活消費材メーカー

ﾘｰﾄﾞﾕｰｻﾞｰＢ 社Ａ 社 Ｃ 社 Ｄ 社

製品Ｇ製品Ｅ

製品Ｆ

製品Ａ 製品Ｃ

製品Ｂ 製品Ｈ製品Ｄ

情報・電子材料 ヘルスケア材料事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ

戦
略
連
携

既存製品

次期参入
候補製品

［戦略連携強化の方策］

・リードユーザーとの技術交流の実現（デザイン・イン）

・リードユーザーの専門担当者配置

・リードユーザーの開発ロードマップの共有化
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

１．機能性材料分野の拡大・成長
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タイ三井スペシャルティー ケミカルズ

錦湖三井化学

久聯化学

天寰ポリウレタン：天津

コスモ ポリウレタン インドネシア

ＭＴＫケミカルズ

アルジュナ ウータマ キミア

天寰ポリウレタン：蘇州

三井エラストマーズ シンガポール

三井ハイジーン マテリアルズ

包装用接着剤　８，０００ｔ／ｙ新設
完工０３年７月 営業運転０３年１１月

コスモ サイエンテックス

龍山三井化学

三井エテリンド ケミカルズ

亞太三井化学

グランド サイアム コンポジッツ

三井化学上海

競争力ある製品のグローバル展開
－機能性材料分野のアジアにおける展開－

競争力ある製品のグローバル展開
－機能性材料分野のアジアにおける展開－

機能性オレフィンポリマー

ウレタン

情報・電子材料

ヘルスケア材料

工業樹脂

不織布　１４，０００ｔ／ｙ新設　
営業運転０３年３月

タフマー　１０万ｔ／ｙ新設
営業運転０３年４月
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト １．機能性材料分野の拡大・成長

競争力ある製品のグローバル展開
－機能性材料分野の欧米における展開－

競争力ある製品のグローバル展開
－機能性材料分野の欧米における展開－
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ESCO

イメージ ポリマーズ

アンダーソン ディベロップメント

三フッ化窒素、 ウレタンプレポリマー

イメージ ポリマーズ ヨーロッパ

三井化学アメリカ

三井化学ヨーロッパ

三井化学アメリカ

機能性オレフィンポリマー

アドバンスト コンポジッツ

機能性オレフィンポリマー

情報・電子材料

トナーバインダー
接着性樹脂、熱可塑性エラストマー
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

１．機能性材料分野の拡大・成長

生産技術研究所

（
基
礎
化
学
品
研
）

機
能
樹
脂
研

機
能
材
料
研

機
能
化
学
品
研

事
業
グ
ル
ー
プ
研
究

石
化
研

三井化学のＲ＆Ｄ体制

新製品の育成・拡大
－機能性材料分野の拡大・成長を支える触媒科学－

新製品の育成・拡大
－機能性材料分野の拡大・成長を支える触媒科学－

機能性材料分野の新製品

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
研
究

マテリアルサイエンス研究所

触媒科学研究所
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１．機能性材料分野の拡大・成長
１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

新製品の育成・拡大
－機能性材料分野の拡大・成長を支える触媒科学－

新製品の育成・拡大
－機能性材料分野の拡大・成長を支える触媒科学－

選択
固体触媒

固体触媒

金属触媒

錯体触媒

金属均一系

メタロセン触媒

有機－非金属
錯体触媒

酵素
触媒

植物生産

有機－金属分子錯体

化学合成
（縮重合等）

オレフィン重合

極性モノマー
重合

バイオ技術
による全化
学品及びポ
リマー合成

Ziegler-Natta
触媒

ＦＩ触媒／ポスト
メタロセン 触媒

※

◆ 当社の触媒科学が触媒開発の歴史を作る
◆ 汎用触媒からテーラーメイド性の高い触媒への

進化を続けている

ＰＺＮ触媒

高
選
択
性

テ
ー
ラ
ー
メ
ー
ド
性

※ 植物内に酵素触媒を
仕込み、植物体内で
有効な化合物を合成
させる。

有機－有機分子錯体固体触媒 生体触媒

当社が手がけている触媒
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

１．機能性材料分野の拡大・成長

新製品の育成・拡大
－ポストメタロセン触媒による新規機能性オレフィンポリマー－

新製品の育成・拡大
－ポストメタロセン触媒による新規機能性オレフィンポリマー－

ＰＰ

Ｒ－ＰＰ

ＶＬＤＰＥ

ＬＤＰＥ

ＬＬＤＰＥ

エラストマー
ＥＰＴ

ＨＤＰＥ

硬
い

柔
ら
か
い

軽い 重い密度

弾
性
率

チーグラー触媒
メタロセン触媒

ポストメタロセン触媒による
新規機能性オレフィンポリマー
領域

新規高分子量

新規ゴム・
エラストマー

新規低分子量

新規高性能・高強度
ポリオレフィン

超強度フィルム
超強度繊維

塗装可能ＰＰ
接着樹脂
粉体塗装原料

洗浄剤
添加剤
化粧品ベース

タイヤ素材
パッキング
ポリオレフィン改質材

◆ ポストメタロセン触媒により新たな機能性オレフィンポリマーの
展開が可能になり、ポリマーサイエンスの領域がさらに拡大する
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三井化学
第２回
三井化学
第２回 触媒科学国際シンポジウム触媒科学国際シンポジウム

The ２nd Mitsui Chemicals International Symposium on Catalysis Science (MICS2005)

シャープレス教授
(Prof. K. Barry Sharpless)

米 スクリプス研究所
２００１年ノーベル化学賞受賞

第２回触媒科学国際ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
基調講演を依頼中

新製品の育成・拡大
－機能性材料分野の拡大・成長を支える触媒科学－

新製品の育成・拡大

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

１．機能性材料分野の拡大・成長

－機能性材料分野の拡大・成長を支える触媒科学－
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

０４中計の基本戦略

Ⅰ．事業構造の変革と収益力強化

　　１．機能性材料分野の拡大・成長

　　２．石化・基礎化分野の収益力強化

・ 石化／事業構造の抜本的な変革

　　　 －分解原料の多様化・プロピレンセンター化・差別化－
（脱ナフサ） （脱エチレン） （脱汎用）

・ 基礎化／コア事業への一層の集中

Ⅱ．連結経営の強化

Ⅲ．環境・安全・品質の確保
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

２．石化・基礎化分野の収益力強化

プロピレンセンター化（大阪） （１/３）プロピレンセンター化（大阪） （１/３）

ＯＣＵ（Ｏｌｅｆｉｎｓ Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ Ｕｎｉｔ）設置
による原料オレフィンの強化

→

ブテン類
１７万ｔ

プロピレン
２８万ｔ

ブテン類　７万ｔ

プロピレン
４２万ｔ

◆エチレン４万ｔ、ブテン類１０万ｔ
を用いてプロピレン１４万ｔを製造

◆ＯＰＣの能力２８万ｔ と合わせて
大阪でのプロピレン生産能力が
４２万ｔに拡大

◆大阪におけるプロピレン 得率
（プロピレン／エチレン）向上
０．６ → １．０

ナ
フ
サ
分
解

エチレン
４５万ｔ

エチレン
４１万ｔ

ＯＣＵ設置
（完工・営業運転：０４年８月）
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１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

２．石化・基礎化分野の収益力強化

プロピレンセンター化（大阪） （２/３）プロピレンセンター化（大阪） （２/３）

クメンの完全自製化
によるフェノール事業強化

ＰＰのＳ＆Ｂ
によるコストダウン

３系列２２．８万ｔ／ｙを停止→１系列３０万ｔ／ｙを建設
（完工：０３年９月 営業運転：０４年１月）

クメン　１０万ｔ／ｙ→２８万ｔ／ｙ

（完工・営業運転：０４年８月）

（完成したＰＰプラント）



43

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト

２．石化・基礎化分野の収益力強化

プロピレンセンター化（大阪） （３/３）プロピレンセンター化（大阪） （３/３）

改革実行： ０４年４月完工：０３年９月

営業運転：０４年１月

プ
ロ
ピ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
化

充填･包装
の体制の革新

物流体制
の革新

ＳＣＭの改革

ＰＰのＳ＆Ｂ
（３０万トン／年）

◆物流会社の再編

◆協力会社の
一社体制

◆３系列２２．８万トン／年
　 の停止

◆プラントの大型化
◆生産銘柄の極限までの
　 削減（５銘柄）

◆荷姿の統一
◆協力会社体制の一新

◆情報システム （ＳＡＰ導入）
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ＰＰコンパウンド ＰＴＡ

フェノール、ＢＰＡ ＰＥＴ樹脂

ペットネシア レジンド

上海三井複合塑料

アモコ三井ＰＴＡ

タイＰＥＴレジン

サイアム三井ＰＴＡ

グランド サイアム コンポジッツ

三井ビスフェノール シンガポール

三井フェノール シンガポール

ＰＥＴ樹脂　１０万ｔ／ｙ新設　
完工０３年１２月　営業運転０４年４月

ＰＰコンパウンド　
＋８，０００ｔ／ｙ→３８，０００ｔ／ｙ
完工０４年７月
営業運転０４年８月

フェノール　＋５万ｔ／ｙ→２５万ｔ／ｙ
営業運転０２年１１月

ＢＰＡ　＋７万ｔ／ｙ→２１万ｔ／ｙ　
営業運転０３年１月

ＰＴＡ　＋５０万ｔ／ｙ→１４０万ｔ／ｙ　
完工０５年８月、営業運転０５年１０月

コア事業への一層の集中 （１/２）
－石化・基礎化分野のアジアにおけるコア事業展開－

コア事業への一層の集中 （１/２）

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト ２．石化・基礎化分野の収益力強化

－石化・基礎化分野のアジアにおけるコア事業展開－

ＰＴＡ　＋１０万ｔ／ｙ→９０万ｔ／ｙ　
完工・営業運転０４年２月



45

１． 経営ビジョン
２． ０３/経営課題
３． ０３/中間決算、通期見通し
４． ０４中計基本コンセプト ２．石化・基礎化分野の収益力強化

コア事業への一層の集中 （２/２）
－日・亜・米・欧で４極展開が進むＰＰコンパウンド事業－

コア事業への一層の集中 （２/２）
－日・亜・米・欧で４極展開が進むＰＰコンパウンド事業－

◆ 自動車向けのポリプロピレン需要は拡大が
見込まれており、世界全体で
2000千トン（00年）→２400千トン（06年）
に伸張する。
＊アジア（日本を除く）：年率２２％で拡大
＊北米市場：年率３％で拡大

◆ 当社は、日系自動車メーカーの４極（日・亜・
米・欧）展開に対応して、事業を拡大していく。
北米のほか、特に急成長が見込まれるアジア
で、需要増に対応した供給体制を整備する。

◆ タイ：０３年９月に８，０００ｔ／ｙ増強
０４年７月に８，０００ｔ／ｙ再増強の予定
（生産能力が３８，０００ｔ／ｙに拡大）

◆ 北米： ０４年３月に３０，０００ｔ／ｙ増強の予定
（生産能力が１４９，０００ｔ／ｙに拡大）

◆ 中国：華南地区での拠点設置を検討中

◆ 当社の販売シェア：世界第２位

129 123 130 132 135
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当社ＰＰコンパウンド販売量
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企業行動指針

三井化学グループの役員、社員一人ひとりは、
世界市場で存在感のある「強い三井化学グループ」
を目指し、次の指針に従い誠実に責任をもって行動
します。

・ 環境と安全

・ 変革

・ お客様の満足

・ 地域との共存

・ 自己実現

・ 法令遵守

・ 透明性

・ 企業価値の増大
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心機一転

汐留シティセンターへ
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強い三井化学グループの実現をめざして

変革への挑戦変革への挑戦

完
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本資料の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した予想であり、
リスクや不確実性を含んでおります。
従いまして、実際の業績は今後様々な要因によって大きく異なる結果となる可能
性があります。

お問合わせ先 ： 三井化学株式会社 ＩＲ・広報室
住 所 ： 東京都港区東新橋１－５－２ 汐留シティセンター
電 話 ： ０３－６２５３－２１００
Ｆ Ａ Ｘ ： ０３－６２５３－４２４５
ホームページ ： http://www.mitsui-chem.co.jp
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